Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 29) : Sequential Changes of Food Intake Pattern and Nutritional Status of Preschool Children in a Mountain Village During the Last 30 Years by 岡田, 玲子 & Okada, Reiko
幼児の食生活に関する研究（第29報）
山村幼児における食物・栄養素等摂取状況の30年間の推移
岡田玲子
Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 29) 
Sequential Changes of Food Intake Pattern and Nutritional Status of Preschool 
Children in a Mountain Village During the Last 30 Years
Reiko Okada
緒 言 調　査　方　法
　生活習慣病予防に関する疫学研究の成果から、人の
生涯にわたる健康と小児期に始まるライフスタイルと
の関わり：｝　”3｝、とくに食物選択の素養の育み4）の重
要性が強く認識されるようになった。著者らは、生涯
の心身の健康のありようを見据えた視点から、幼児期
の栄養教育に資することを目的として、新潟県内幼児
の食物・栄養素等摂取の実態を生活環境別に、かつ、
その時代的推移を把握するために、昭和41年以来、同
一地域で同一年齢層を対象に、数年間隔で継続調査を
行っている5⊃　“’；o）。
　今回は、過疎化現象の顕著になった豪雪地山村に居
住する幼児の、食物・栄養素等摂取状況の30年間の推
移を、昭和41年、46年、50年、56年、61年、平成4年
および10年度の計7回の調査結果に基づいて検討し、
他の生活環境別の3地域（農村、漁業地域および都市
近郊）における15～25年間の推移にも照らして考察を
試みたので、その結果を報告する。なお、本報では、
栄養所要量の設定されている栄養素等について解析を
行い、生活習慣病予防に対置した視点から重要視され
る脂溶性成分、食物繊維およびミネラル等の摂取状況
についての解析は、続報において行うこととする。
　1．対象地区の概況
　対象地区の山村（中頸城郡吉川町尾神）は、標高
400mの山腹にある2級僻地の豪雪地である。昭和41
年頃は平均耕作面積約60aの水田単作農業と戸主の杜
氏としての出稼ぎ（60～70％）により生計を営む世帯
が多かったが、道路整備の逐年進行に伴い、冬期除雪
が進み車輌運行可能となり、近郊に進出してきた企業
等に就労する世帯が漸増した。併せて、雑貨店1軒の
存続とともに、モータリゼーション、家庭生活の電化、
L．P．G．・簡易水道の普及、学校給食の開始、保育所・
集落開発センターの開設等住民の生活環境の改善が
徐々にもたらされたが、その間にも、簡易郵便局の閉
鎖、小学校分校の鉄筋コンクリート建てへの改築、や
がてその閉鎖も続いた。昭和57年以降は、ハンググラ
イダーの基地として開発が行われ、廃校となった小学
校分校が町営の民宿施設に改築・活用されており、校
庭跡に温泉掘削の試みもあった。現在は、尾神岳の自
然の景観の保守、棚田の保存活動が繰り広げられてい
る。昭和41年からおよそ30年間の人口と世帯数の推移
は表1に示すように、人口は312→85人へ、世帯数は
59→28世帯へともに減少し、過疎化の進行が著しく、
とくに年少人口の減少が目立っている。
2．調査対象
調査対象（表2）は、 4～6歳の健康な幼児6～20
生活科学科食物栄養専攻
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表1　対象地域の人口および世帯数の推移
年少人口　生産人口　　老年人口．　計
（0～14歳）　（15～64歳）　（65歳以上）
世帯数
昭和41年　　60（人）
　　46年　　52
　　50年　　46
　　56年　　36
　　61年　　一
平成4年　　12
　　10年　　4
189（人）
154
128
109
72
47
63（人）
48
42
36
32
34
312（人）　59（世帯）
254　　　　54
216　　　　49
180　　　　42
144　　　　36
116　　　　32
85　　　　28
表2　調　査対象
初回調査
ｺ和41年度
第2回調査
ｺ和46年度
第3回調査
ｺ和50年度
第4回調査
ｺ和56年度
第5回調査
ｺ和61年度
第6回調査
ｽ成4年度
第7回調査
ｽ成10年度
男児7名，女児
P3名，計20名
ｽ均年齢生8歳
ﾆ庭保育
_業世帯
ｽ世代家族
男児4名，女児
X名，計13名
ｽ均年齢4．8歳
ﾆ庭保育
_業世帯
ｽ世代家族
男児3名，女児
V名，計10名
ｽ均年齢5．1歳
ﾛ育所児童
_業世帯
ｽ世代家族
男児6名，女児
S名，計10名
ｽ均年齢5．0歳
ﾛ育所児童
_業世帯
ｽ世代家族
男児3名，女児
R名，計6名ｽ均年齢5．0歳
ﾛ育所児童
_業世帯
ｽ世代家族
男児1名，女児
V名，計8名ｽ均年齢5．2歳
ﾛ育所児童
_業世帯
ｽ世代家族
男児5名，女児3名，計8名
ｽ均年齢5．3歳
ﾛ育所児童
_業世帯
ｽ世代家族
注．平均年齢は調査年度の10月1日現在の平均値．
名である。なお、第4回調査以降は隣接地区の幼児を
含み、第6、7回調査では町立保育所に入所している
隣接地区の幼児の悉皆調査である。
　3．調査時期・期間
　昭和41年、46年、50年、56年、61年、平成4年およ
び10年度のそれぞれ主として四季の各連続3日間（通
年12B問）であるが、平成4年度では夏・秋・冬の3
季節（同9日間）、10年度では夏・秋の2季節（同6
昼間）の調査である。
　4．調査内容および方法
　1）食物摂取状況調査：対象児の母親に秤t計量器
具を用いた食事秤量記録を依頼した。なお、給食喫食
蕨況の調査ぱ保育所保育士の協力を得て行った。栄養
素等摂取量は．初回調査から昭和56年度までは三訂食
品戎分表．綴年度以降は四訂・フtローアップ食品成
分表を用静て算鐵した。得られた成績のうち栄整素等
摂取猛の銘較基準には、対象児の牲、年齢s体重から
蟹人溺に雰定した栄養茨要疑を用い、食晶群別摂取鼠
4＞麹致蕃準畢二は手塚ら”の食贔ξ諺成（表3）を適用し、
多々に縁する摂双額合を求めた。脂質所要癩ま脂肪エ
ネルギー銘の推奨簸をZ5％ととして算定した。
表3　本調査に使用した食品構成
　　　　　　　　　　　　　　（単位：9）
年齢・性 4～5歳 6 歳
食品群
?
女
?
女
輔｛萎ソ．め瀬 140P00
120
W0
150
P20
130
P00
　　　ー｢　　　も　　　類 30 30 30 30砂　　　糖　　　類 5 5 10 10
菓　　　子　　　類 40 40 50 45
油　　　脂　　　類 10 10 10 10
豆　　　　　』類 40 40 40 40
緑黄　色野菜 50 50 55 55
その他の野菜 100 100 110 110
果　　　実　　　類 100 100 100 100
（海　　草　　類） （1） （1） （1－2） （1－2）
魚　　　介　　　類 30 30 40 40
肉　　　　　　類 30 30 35 35
卵　　　　　　類 50 50 50 50
乳　　　　　　頽’ 300 300 290 290
註：＊印は生乳に換算した数値である。
　2）体位測定；身長、体重を測定し、各調査年度の
対応する昭和45年、50年、55年、60年、65年、平成7
年および12年における日本人の栄養所要量作成に用い
られた体位（推計）基準値に対比して、比率を求めた。
また、Body　Mass　Index（kg／㎡）を鈴出した。
　3）体力測定；平衡力（棒上片足立ち）、筋持久力
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（体支持持続時間）、瞬発性（立ち幅跳び）および調整
力（両足連続跳び越し）の4種目について実施した。
その評価は、新潟県教育委員会による幼児の運動能力
基準L2｝に従い、3点を中位とする5段階評価法によっ
て行った。
　　　　　　　　　　　　　　　表4
　4）歩行数の測定：対象児の運動量の一実態を把握
するために、タニタ万歩計を装着させ、連続3日間の
歩行数を測定し、1日当たりの平均歩行数を求めた。
　統計学上の有意差の検定は、Student’s　t一検定によ
り行った。
山村幼児の摂取食品数の30年間の推移
総 数　動物性食品数植物性食品数　間食食品数
昭和41年　15±3．8（25．3）
　　46年　23±4．4（17．6）
　　50年　22±2，6（11．8）
　　56年　24±8．8（36．7）
　　61年25±2．2（8．7）
平成4年　28±6．1（21．8）
　　10年　29±5．1（17．6）
2±0．3（15．0）
2±0．5（16．0）
4±1．5（37．5）
5±1．4（28。0）
5±0．8（16．0）
6±1．2（20．0）
6±1．3（21．7）
13±0．8（6．2）　3±0。5（19．7）
20±4．4（22．O）　　4±O．8（20．0）
18±L6（8．9）　4±O．8〈20．0）
19±5．1（26．8）　4±2．3（57．5）
20±1，6（　7．9）　　5±0．5（10．0＞
22±5．6（25．2）　　4±1．8（45．0）
23±5．9（25．7）　5±1．2（24．0）
注．1人1日当たり、平均値±標準偏差、（　）は変動係数（％）．
結果および考察
　1．摂取食品数ならびに献立の30年間の推移
　1人1日当たりの食品数の推移（表4）は、15食品
から29食品へ漸増した。動物性食品数は2種類から6
種類へ、植物性食品数は13種類から23種類へ、間食食
品数は3種類から5種類へ、約2～3倍の増加がみら
れた。これらの成績は、農村幼児8〕のそれに近似し、
漁業地域S，・都市近郊幼児9）のそれに比べると初回調
査から3～6種類少ないまま推移しているが、間食食
品数では地域差がなくなった。
　対象児の摂取食品の種類については、一季節分を表
5に総括したが、時代の推移とともに多様化傾向が窺
われ、とくに調味料の顕著な増加（6→19種類）が注
目される。
　次に、対象児の献立を集約していると思われる一世
帯の夏と冬（平成10年度のみは秋）の各2日目の献立
を表6に示した。ここでは、食生活研究会創案13）の献
立型表示法にならい、対象児らの献立を5つのタイプ
（A：米飯・汁・漬物、B：A＋植物性食品の主菜1品・
C：A＋動物性食品の主菜1品、D：A＋主菜2品・
E：粉食、但し、副菜がある場合はそれぞれa，b・c・
d，eとする）に分類して表示した。対象児の献立の
30年間の推移の特徴は、次の4点に要約される。すな
わち、①朝食がa型→B型→C型→c型へと漸次充実
して典型的な改善状況を示していること、②昭和50年
以降に3食ともにC型以上の潤沢な獣立になったこ
と、③保育所開設に伴い給食が対象児の食事肉容のバ
ラエティを高め、牛乳摂取が可能になったこと、蓬〉平
成4年頃より漬物があまり供されなくなったこと、等
である。これらの現象のうち、朝食に関しては他の3
地域では初回調査年よりすでにc型が供されており、
漬物の供食に関しては都市近郊では初回のみ、漁業地
域では第3回、農村では第4回の各調査年までであっ
た。
　2．摂取食品の充足状況とその30年間の推移
　対象児の食品群別摂取状況の30年間の推移を表7に
示した。調査年による年齢・性差を不問にしてみるな
らば、この30年間を通して摂取割合にさしたる変化の
みられなかった食品群は皆無であり、増減いずれかの
変動が観察された。初回調査年に比し30年後の調査年
における変動が有意であった食品群で増加したもの
は、肉・油脂類（以上p＜O．Ol）、乳・豆・卵類および
緑黄色野菜（以上p＜O．05）の6種類である。このうち
乳・卵類の摂取割合は75．3～90．3％で目安量を充足し
ていない。同じく減少したものは、穀類（PくO．01）お
よび砂糖類（p＜0．05）の2種類である。これらのうち
とくに注目されるのは、初回調査年から一貫した肉類
摂取量の著増と穀類摂取量の漸減の対照的な現象であ
り、30年後における摂取割合では、肉類は多量摂取傾
向、穀類は摂取不足傾向を示すに至った。これら2食
品群の変動がやや懸念されるものの、総じて対象児の
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表5　山村幼児6～20名の秋の連続3日間の食事に出現した食品の30年間の推移
昭和46年度（秋）調査 昭和50年度（秋）調査 昭和56年度（駄）調査 昭和61年度（秋）調査
????
昭和41年度（秋）鋼
ｸにおいて出現した
H品@　　（A）
（A）に＋さ
黷ｽ食品
（A）一とな
ﾁた食品
計 （A）に＋さ
黷ｽ食品
（A）一となった食品 計 （A）に＋さ
黷ｽ食品
（A）一となった食品 計 （A）に＋された食品 （A）一となった食品 趾
????
精自米，餅，小麦粉，コ
bペパン，即席ラーメン，マカロニ，乾麺，麩
@　　　　（8種顛）
スパゲガイ
Hパン
コツペパン ???パン粉 マ加二 ???パン粉，手
ﾅちそば，
ﾔでうど
コツベ〆ン ???パン粉，がゲ
茶eイ，即席焼そば
　●　　　■R7ヘハン ???
???馬鈴薯，甘藷，里芋，こ
?ﾉゃく，山芋
@　　　　（5種類｝ 一 髄 5 一
山芋
4 一
山芋
4 一
山芋
4???
植物油，マヨネーズ
@　　　　（2種鋤
マーカ’リン
一
3
マーがリン
，一
3
マーがリン
Yター 一 4
ハの ^ー
一
3???
ごま
@　　　　（1種⑳ 一 ｝ 1 一
一　　　　■
1
くるみ
脂ﾔ生 一
．3
働 一
1???味噌，油揚げ，納豆，が
?烽ﾇき
@　　　　（4種額）
大豆，豆腐，
ｬ豆，ささｰ
がんもどｫ
7
豆腐
ｬ豆 がんもどｫ
5
おから
ｳさげ 一
6
厚擾げ がんもどｫ
4????
人参，大根菜，ふだん
吹C野沢菜，西洋南瓜
i注．可食部100g当たリカロテン600μg以上のもの）（5種類）
プロフ刃一 ふだん華
5
プ吻巧一，
ﾂしそのt
ふだん草、西洋南瓜
5
京菜
一
6
．ほうれん箪 ふだん草
5??????
大根，茄子，白莱，長葱，胡瓜，玉葱，ヒ㌔曽，軒ベ
d，畑7ラワー，もやし，牛
ｨ，わらび，みようが，奈良漬，紅生蔓，しその実　　　　　（16種類）
さやいんｰん、
､ど、
ｸいき、ｽくあん
紅生斐
19
こごめ塩
ﾐ，蓮根，福神漬
一
19
コーン缶，ぜ
?ﾜい汐タ
?ｱ筍，ら
ﾁきょう??????????????
みょうが
@　・
23
グリンピース，レタ
X，セ剛一，三
ﾂ葉，沢庵，白菜漬，山
ﾘ水煮，筍
ﾊ，なめこ，えのき茸，
ｱ椎箕
もやし，牛
閨Cわらび，みょうが，斎良漬，紅
ｶ姜，しその実
???
りんご，いちじく，みかん，柿，バナナ，梨，ぶどう，梅干し
@　　　　（8種類） 一
いちじく
ﾔどう
6 一
いちじく
7 一
いちじく
ﾔどう悔干
5 一
いちじく
ﾔどう???
4???
干わかめ，浅輩のり，とろろ昆布，だし昆布，昆布佃煮，海苔佃煮
@　　（6種類） 一
とろろ毘z
5
味付けの だし昆布
6
生わかめ 昆布佃煮
6 『
とろろ・
ｾし昆布，のり・昆
z佃煮 2????
食塩，醤油，酢，化学調
｡料，加一ルウ
@　　　　（5種類）
ウスターソース
一
6
トマトケチヤップ，
Eスターソ啄，
｡合化学ｲ味料，胡ﾉ
一
9
酒，酒粕，
ﾓ椒，麻婆豆腐の素
一
9
酒，味酢，コン
¥メ，好ヤガ’，ソース，カレー粉，胡橡，複合
ｻ学調喋料
一
13
?????????????なま魚；いか，鯖，め
ｬす，塩干魚：赤魚，さんま，にしん，真鱈粕
ｬ身欠にしん，鰹節，煮干し，さば水煮缶，かまぼこ，さつま揚げ1いか塩辛，魚肉ソーセージ
ﾘ肉，フ㍗スハム，鯨大湘
ﾏ缶，鶏卵，牛乳，スキムミルク，粉乳
@　　　　（22種類｝
かれい
?|輪
ｷるめ
烽ﾂ
Aイスクリーム
いか
ﾟぎす
^鱈粕債
署ﾟいか域辛
~大和煮ﾊ
22
えび
{肉，ウインナーソーセージ
赤魚
~大和煮ﾊ，粉乳
22
かれい，鯛，
L，ぶり，むつ，鮪，
ｽら子，塩????????????????????????????????
めぎす，赤
宦C真鱈粕
ﾐ，いか塩?????????
30
かに
|輪しらす干　　　，
{肉，もつ，
Eインナーソーセー噂　c　　　　σン，ヘーコン，ハン
n㌔ググ・セス
`ープ，5一グ〃
g，刎一ム
鯖，煉，め
ｬす，赤魚，
^鱈粕漬，身欠鯨，い
ｩ塩辛，魚
?¥ーセージ，
~大和煮缶，粉乳
22
??????煎餅，あられ，チョ・レート，
ｰち1露罐羊費，ゼワー，卵孟゜一・，舷テラ，とらやき．最中，鰻頭羽ア　　　　　（16種類）
えびせんぺい、7一ヒー、缶ジ
jース、煽ピ
X、フ7ンタジ
jース
セ’り一
ﾅ中
巣zρ一ロ
18
ピスケフト
ﾇ払〆ン
チョコレート
19
???ッ?，???，?ェー??ー?，????，?。????，???，???????，???ー，??
キャラメル，羊
?C最中，
巣z’一・，ゼ
梶[
21
勿キー，大福，
塔tル，加タード
vリン
Rーヒー
緖_飲料
キャヲメル，ガ駕かりんと
､，あんハ’
刀C羊費，ゼ
梶[，卵＊㌔・，カステラ，どら
ﾄき，饅頭，最中，開ア
10???
一 一 一 一 一 骨 輪 一 一
マ加ニグラタン
一
1
計 （98種鋤 互06 107 127 98
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平成4年度 （秋）調査 平成10年度（秋） 調査
（A）に÷さ （A）一とな 計 （A》に＋さ （A）一とな 計
れた食品 った食品 れた食品 った食品
食〆ン，伽ワツテ コツベパン 種 赤飯，食〆ン， ン，べ〆ン，麩 種? 類 フランス〆ン，ハ’ン 類
粉，茜うどん，
9 加プヌードル 12
山芋 やつがしら 山芋
一 4 5
〆ター，7一ガリン 〆ター，マ「ガリン，
一 ごま油 一4 5
栗 栗
一 一2 2
豆腐，きなこ， がんもどき 豆腐 がんもどき
厚揚げ
6 4
にら，しその ふだん草 ほうれん草， ふだん草，
葉 モロヘイヤ，にら， 酉洋南瓜
万能ねぎ
6 7
グリンヒ㌦ス，レタ カリフラワー トマト，ミ斗マト，㍗ ヒ’一マン，みょ
ス、セロリー，トマト，オ みようが ン，レタス，アス〆ラ うが，牛芽，
クラ，枝豆，か 奈良漬 ガス，菰筍，ぜ わらび，奈’
んびょう，に 紅生葵 んまい，枝豆， 良潰，紅生
んにく，生聾， しその実 マッシニルーム，な 姜，しその
なめこ めこ，えのき． 実
しめじ，舞茸，
22生・干椎薫 24
西瓜，露地メロ いちじく メロン いちじく，
ン，レモン 柿 柿
梅干
8 7
干ひじき とろろ昆布、 子ひじき， とろろ昆布
昆布巻 のり佃煮 のり佃煮
昆布佃煮
5 5
トマけチャフプ，ウス 酒，味酷，ウスター・
?
化学
ターソース，コンソメ， 濃・デミグラスソース，ケチ 調味胡橡，複合化 一 ヤ7プ，ドレッシング，コンソ料学調胴…料 メ．風喋瓠駿料．緬っ
ゆ，焼肉のたれ，胡
10楓生妻、にんにく 19
えび，たら子， めぎす，練， 鮭，きす，む 餓， めぎす，
鮪油漬缶，し 真鱈粕漬，身 つ，さわら， 赤魚，真鱈
らナ干，竹輪， 欠練，鯖水煮 かじき，しし 粕漬，身欠
かじき，鮪， 缶，さつま揚 やも，ぶり味 錬，鯖水煮
むつ，かに， げ，いか塩辛， 噂漬，しらす 缶，いか塩
さわら，ほた 魚肉ソ十ゲ 干，煮干，シーチ
?
て貝，するめ キン，しじみ，
蛤，牡蠣
鶏肉，ウインナーソ 鯨大和煮缶， 牛肉，鶏肉，ロ 鯨大和煮缶
一セージへ8－・ン， 粉乳 rス砥ウイけ一ソー 粉乳
豚レハ㌔，プ吐 セージ，へ㌧コン，
スチープ，ヨーグル 焼とり，卵豆
ト，アイスクリ咳， 腐，チーズ，ヨーグ
卵豆腐 32外 35
ミ〃プリン，ピスケ チョ坤一ト、キャラメ ク7キー，対ック菓 キャラメル，かり
ット，落雁，中 久ガム、ゼリー、カ 子（ホ’升系）， んとう，あ
華鰻頭，スナック ステラ，かりん ピザ鰻，ブリン， んパン，卵ざ
菓子（小麦粉 とう，あん〆 洋梨セ’り一，加 一ロ，加テラ，羊
系》，みかん ン，卵ホ㌧口，ど ピス，ラムネ，ヤ夘 餐， どら焼，
天然果汁、 ら焼，鰻頭， ト，〆イン・グレ 饅頭，最中
同果汁入り
ｴ涼飲料
?????
12
一プジニー痢写ス
Nワー1㌧菰菓
羽ア
18
コーシガターシ㌧スー シチニー・スープ・おで
プ、，一シクワ「』スー
一 ん・酢豚の素，冷 一プの素 2 凍鮫子，ふりかけ 6
122 149
食品群別摂取状況は平均値としては好ましい方向に推
移してきたことが知られた。また、これらの現象は他
地域の推移に追随していた。
　3．栄養素等摂取状況とその30年間の推移
　対象児の栄養素等摂取状況の30年間の推移を示した
のが表8である。初回調査年においては鉄とビタミン
C摂取量のみが栄養所要量を充足しているに過ぎなか
った。その後、昭和46年にエネルギーが、50年にタン
パク質が、56年に脂質、カルシウム、ビタミンA、B
1およびB2が、61年にナイアシンがそれぞれ充足され、
平成4年度ではビタミンDを除く10栄養素等の摂取割
合が103～148％と好ましい水準に至った。平成10年度
もほぼその水準を維持していた。なかでも、初回調査
年に比して有意（p＜0．05～p＜0．01）に増加して摂取水
準の改善された栄養素は、タンパク質、脂質、カルシ
ウム、ビタミンA、B1およびB2の6項目であり、
他地域に比して多かった。他地域では初回調査年にす
でに充足されている栄養素等が山村に比して多かった
ために、有意な増加を示す栄養素は農村に3項目、漁
業地域に2項目、都市近郊に1項目みられるに過ぎな
かった。
　しかしながら、ビタミンDは初回調査年以来きわめ
て低い摂取水準にあり、平成10年度において有意
（p＜0．05）な増加がみられたものの、未だその充足率
は57．1％に留まっている。日光照射による皮膚におけ
る生成量の問題もあってその評価は難しいが、発育期
ゆえにその摂取増について配慮されなければならない
ものと思われる。
　次に、栄養比率に関して、糖質・脂肪・タンパク質
エネルギー比の推移は、初回調査年の73・15・12％値
から他の3地域に追随しつつ改善され、15年後の昭和
56年に適正域に至り、その後それが維持され、30年目
の平成10年度では55・30・15％を示し、その変動は有
意（前2者がp＜O．OOI、後者がp＜O．01）であった。穀
類エネルギー比は、漸減して適正域を昭和50年から10
年間に通過し、平成10年度は36．2±7．5％となり、依然
として下降傾向を示していた。動物性タンパク質比は、
初回調査年の31±3％から漸増・改善され、15年目頃
より推奨値に達し、以後50±2％が維持されており、
その変動は有意（p＜O．OO1）であった。これは農村の
推移にほぼ追随しており、他の2地域では当初より推
奨値を超えていた。なお、これら3地域は15年目以降
に54～59％を呈し、過剰摂取傾向を示している。
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表6　山村幼児の代表的な献立例の30年間の推移
朝　　食 昼　　食 夕　　食 3　別｣立型
　　間　　食
i）は保育所の間
米飯 米飯 米阪 末シ急一ス
?????みそ汁（馬鈴薯、玉葱、青菜）ﾐ物（うど、胡瓜）
ﾏ煮（海苔）
みそ汁（朝と同じ）
ﾐ物（たくあん）
專?¥ーセージ
gマト
みそ汁（にら、卵、焉鈴薯）
ﾐ物（茄子、胡瓜）
ﾏ物（蕗、さやいんげん、竹輪、
n鈴薯）
a・c・B
かりんとう
gマト
?????
?米坂ﾝそ汁（白菜、わらび）
ﾐ物（野沢菜）
、飯　　　　　　　　．
ﾝそ汁（朝と同じ）
ﾐ物（白菜）
米飯
ﾌっべ汁（里芋、油揚げ、人参、
ｱんにやく） a・B・C
せんべい
闕?閭hーナツ
`
わらびの浸し 油妙め（キャベツ、人参、ソーセーシ’） 卵とじ（卵、玉．．、竹輪、馬鈴薯）
、 ’ 冶隻 キャラメル?????みそ汁（わかめ、キャへ’ツ）
ﾐ物（茄子、胡瓜）　　，
みそ汁（朝と同じ）
菇ｭめ（玉葱、卵、ヒ㌧マン、キャベツ）
野菜マヨネーズかけ（トマト、レタス）
ﾏ物（鶏肉、さやいんげん、人参、 B・B・e
食パン
ｼ瓜
4 煮物（馬鈴　、さやいんげん） 麩）、漬物（胡瓜） ¶??????
?
モみそ汁伏楓里芋）
ﾐ物（野沢菜）
少めこ　　　ソーセーシ、人参、
ﾊ葱、キヤ《」ツ）
ﾝそ汁（朝と同じ）
、飯
ﾝそ汁（漬菜、里芋、酒粕）
Vぷら（甘薯、竹輪、魚肉ソーセーヅ） B・B・c
せんべい
`みかん
撤豆 演物（たくあん） 金平ごぼう、漬物伯菜） 牛乳
、 （　’） 、、
?
?????みそ汁（わかめ、葱）
ﾐ物（胡瓜）
米飯
聡ﾄき、鶏肉唐揚げ、ウィンナーソー
カレー汁（豚肉、馬鈴薯、人参、玉
K）、漬物（たくあん） C・D・d
西瓜
ﾙ子ハ’ン
5 焼魚（塩鯖） セーヅ、奈良漬け、梅干 煮物（いか、茄子、麩）、胡瓜もみ （牛乳、飴、ビスケット）??????
? 、みそ汁（豆腐、わかめ、葱）
ﾐ物（野沢菜、たくあん）
、みそ汁（朝と同じ）
ﾏ物（さつま揚げ、大根、人参、
　飯
?`（鶏肉、馬鈴薯、人参、葱）
ﾏ物（こごめ、油揚げ、こんにゃく、 C℃・c
、子いも、台、
ﾝかん、牛乳
生卵 椎茸、うど） 茸、人参）、漬物（たくあん）
、 （給‘） 、、 、、　　隔
みそ汁（わかめ、茄子） 米飯　　　　　　一 みそ汗（豆腐、葱） 飴
?????
?
漬物（胡瓜、梅干）
聡ﾄき．
｡付海苔
竹輪のチーズ詰め揚げ
Lャへ’ツと人参のせん切り
ﾝそ汁
煮魚（鰯、茄子）
Tラダ（胡瓜、キャペツ、トマト、馬鈴薯、
ﾊ葱｝、漬物（らっきょう、茄子）
C°C°C西瓜
i牛乳、米菓）
回 6 米飯 （給　） 米飯 ゆきいも????
?
みそ汁（わらび、油揚げ）
ﾐ物（たくあん）
菇ｭめ（キャペツ、人参、ハム、
米飯
?`
Jップエツク’
みそ汁（里芋、大根）
ﾐ物（野沢菜）
wgげ（鶏肉） c・D・c
みかん
ﾄ葉
Lヤラメル
もやし） 果物（みかん） 煮物（切干大根、人参、こごめ、 （牛乳、ビスケット）
味付海苔 レんにゃく、竹輪）
米飯 （給　） 米飯 c・c・d
?
みそ汁（馬鈴薯、茄子） 米飯 みそ汁（豆腐、葱） どらやき?????漬物（胡瓜、野沢菜）
聡ﾄき（にら入り）
ささみのケチャップ和え
Tラダ
漬物（たくあん）、唐揚げ（鰯）
ヴk茄子（豚肉、茄子、人参、さや
米菓
i牛乳、クッキー）
回 6
トマト 潰汁 いんげん）、サラダ（胡瓜、玉葱）?????
?
米みそ汁（大根、油揚げ）
ﾐ物（たくあん、野沢菜）
（給　｝
ﾄ飯
{肉とさつまいもの旨煮
、みそ汁伯菜、里芋）
ﾄ肉（豚肉、玉葱、もやし、キャベツ） C・C°C
りんご
z゜テトチップス
`ョコレート
目玉焼き にら卵スープ 煮物（竹輪、人参、こんにゃく、 （牛乳、あられ）
大根おろしのしらす干かけ 大根）、漬物（たくあん）
、飯 （給　）
、 りんご、ホテトチッフス
????みそ汁（豆腐、わかめ）聡ﾄき
ﾙうれん草油妙め
米飯
{肉唐揚げ、レタス・トマトコーンクリームスープ
みそ汁（えのき茸、葱）
ﾄ豚、サラダ（胡瓜、トマト）
ﾏ物（かまぼこ、人参、蓮根、
C°C°C
チョコレート菓子
i牛乳、クッキー）
回 4 焼海苔、牛乳 野菜の煮物 馬鈴薯）
鯛 年 、更 ｛給　） 米 りんご、みかん
査
?
久 みそ汁（豆腐、葱） 洋風五目寿し 豚汁（豚肉、葱、白菜、人参） 飴、牛乳
、 卵焼き 野菜サラダ 鯵の唐揚げ（鯵、キャへ’ツ） C°C°C（牛乳、ビスケット）
焼海苔 みそ汁 金平ごぼう
、 米 ’　、 c・c・dハナナ
みそ汁（豆腐、わかめ） みそ汁（もやし、油揚げ、煮干） みそ汁（茄子、豆腐） 乳酸菌飲料
?????
?
卵焼ぎ
gマト
ｨ浸し（オクラ）
揚げさんまおろし和え（さんま
Jき、大根、胡瓜、りんご、酢）
Jレーソティ（馬鈴薯、人参、キャペツ）
肉じゃが偶鈴薯、人参、玉葱、
酷?j、焼魚（赤魚粕漬）、サラダ（胡
Z、レタ入ハム、トマト、マヨネーズ）
せんぺい
i牛乳、あられ）
回 0 秋 、飯
?
、飯 C°C°C 乳???? みそ汁（大根、長葱、豆腐）
ﾚ玉焼き
c豆（長葱卵入り）
みそ汁（わかめ、長葱、豆腐）
ﾏ込みハンハ’一グ縣挽肉、玉葱、
l参、マッシュルーム、ハ’クー、ケチャップ、
みそ汁（馬鈴薯、わかめ、長葱）
ｳんまの塩焼き
?ﾘサラダ（キャへ’ツ、胡瓜、トマト、
乳酸菌飲料
Xナック菓子（ポテト系）
i牛乳、クッキー）
演物（野沢菜） デミグラスソース、牛乳、中濃ソース） コーン、マヨネーズ、ケチ匂プ）
お浸し（ほうれん草、白菜、鰹節） 切昆布妙撹（昆布、油揚げ、竹輪）
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表9　山村幼児の体位・体力評価の30年間の推移
初回調査
ｺ和41年度
第2回調査
ｺ和46年度
第3回調査
ｺ和50年度
第4回調査
ｺ和56年度
第5回調査
ｺ和61年度
第6回調査
ｽ成4年度
第7回調査
ｽ成10年度
体位評価 身　長
ﾌ　重
98±2．9
X6±7．4
95±4．5
X3±7．5
97±3．1
P03±8．8
97±5．0
X8±9．2
99±1．1
X8±5．5
100±4．2
P02±9．3
102±3．4
P04±17．6
B賊1（kg／㎡う 15，8±1．115．6±0．815．9±0．915。8±0．615．2±0．515；8±0．8 15．5±1．6
体力評価
平衡力
u発性
ｲ整力
ｽ均値
　　　　　3．7±O．9
ﾘ持久力　2，9±L2　　　　曾
@　　　　3．6±1．O
@　　　　ao±0．5
@　　　　3．0±0．8
4．3±1．2
Q．7±0．8
R．7±1．2　　　　ρ
R．5土0．8
R，5±0．7
3．0±0．8
Q．7±0．5
Q．8±0．6
R．7±O．8
R．1±0．8
3．6±1．2
Q．8±1．2
R．1±0．9
R．5±0．9
R．3±O．9
2．9±1．3
R．1土0．7
S．2±1．0
S．3±0．7
R．6±0．6
3．4±0．9　・
Q．0±0．2
R．8±0．8
R．6士0．9
R．2±0．7
2。9±0．4
Q．7±1．1
S．6±0．8
S．1±0．4　　●
R．6±0．9
1目当たりの歩行数 一 一 一 一 欄 13，840±1，27116，999±2，796
注．体位評価：体位の身長・体重推計基準値に対する比率（％）．体力評価：3．0を中位とする5段階評価による成績．
　4．体位・体力評価の30年間の推移
　表9に示すように、体位基準値に対する身長の比率
は95～102％、同じく体重の比率は93～104％であり、
体重の比率の各調査年ごとの変動がやや大であるが、
BMI（gm／㎡）は15．2～15．9の範囲にあり、対象児の
体位は概ね正常範囲にあるといえよう。なお、とくに、
体位の成績から、逐年の栄養改善の反映を読みとるこ
とは困難であった。
　体力評価は、4種目のうち筋持久力がやや低値であ
る他は、平均値としては30年間概ね中位の成績であっ
た。対象児の1日当たりの歩行数は、2年間の成績の
みであるが、13，840～16，999歩で、他地域の9，783～
16，907歩や、相川ら1“｝の東京都や神奈川県の保育園児
における8，000～10，000に比べるとやや多いといえる。
　以上の如く、日本経済の高度成長のほぼ中期から最
盛期を経過し、さらに低成長時代を経て混迷期に至る
約30年間の時代的推移による、新潟県内の一山村幼児
の食生活変容の実態を、6～20名の事例について観察
してきたのであるが、昭和41年当初の実態が、段階的
に逐年適正域へ向かう方向へ改善されて行き、15年目
の昭和56年頃より幼児期にふさわしい摂取水準に到達
し、以後その水準が維持されていることを、30年目の
調査で確かめることができた。この間の有意な変動は、
生活環境を異にする新潟県内の他の3地域のそれに比
して顕著であった。それ故に初回調査年以来の地域差
が昭和56年以降に縮小されていることも確認された。
他方、穀類の漸減と肉類の漸増は依然として続いてい
ることが知られた。この実態は、普遍的な現象である
が、三大栄養素のエネルギー構成比や脂質コンビネー
ション・ミネラル摂取比等のバランスに影響を及ぼす
こととなり、むしろバランスを崩す要因になりやすい
8｝B著者らの調査を通じての観察では、新潟市内に位
置する他の3地域ではそれらの適正域からの逸脱が昭
和50年代から始まっている8｝　9）。本山村の場合は、な
お残る多雪と僻地性の陸路のゆえに、食料入手上の適
度の抑制がむしろプラスの好ましい要因として作用
し、上記比率の適正域到達後もなお、その適正水準の
維持をもたらしているように推察される。
　しかしながら、本山村においても穀類エネルギー比
は昭和61年以降適正域を逸脱して下降し始め、平成10
年度の調査成績においてもその下降傾向の続いている
ことが観察された。本山村幼児の当面の食生活改善目
標は、穀類（米類）の適正量摂取を促し、その主食と
しての位置づけを主菜・副菜との組み合わせの中で、
体得させることであろう。
?
約
　幼児栄養をより的確に把握するために、山村幼児の
4～6歳児、6～20名（延75名）を対象として、昭和
41年から平成10年までの30年間に数年間隔で7回、主
として四季の各連続3日間（通年12日間、但し、第6、
7回調査は通年9、6日間）の食物摂取量を秤量調査
し、食品群別・栄養素等摂取状況の5～30年間の推移
を検討し、以下の結果を得た。
　（1）摂取食品数は、15→29種類（うち動物性2→6、
植物性13→23、間食3→5種類）へ漸増した。
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　（2）食品群別摂取状況は、穀類、砂糖類が有意に漸減、
肉・油脂・乳・豆・卵類および緑黄色野菜が有意に漸
増した。平成10年度に目安量を充足していない食品群
は穀類（66．0％）、乳類（75．3％）、卵類（90，3％）等で
あった。
　｛3）栄養素等摂取状況は、殆ど充足されていない状
況から逐年漸増して、ビタミンDを除きいずれも適正
域に至り、その変動はエネルギーと鉄を除き有意であ
った。
　（4）穀類（57→362％）・糖質（73→55．4％）エネル
ギー比は有意に漸減、脂肪エネルギー比（15→29．6％）
と動物性タンパク質比（31→49．7％）は有意に漸増し
た。
　（5）対象児の体位の体位推計基準値に対する比率は
93→104％、BMI（kg／㎡）は15．2～15．9の範囲、体力
評価は中位の成績でそれぞれ推移し、摂取栄養水準の
改善による影響はとくに認められなかった。なお、近
年の1日当たりの歩行数は13，840～16，999歩であった。
　終わりに臨み、本研究に際しましてご指導・ご助言
を賜りました本学名誉教授・第四代学長塚原　叡博士
に厚く御礼申し上げます。また、調査の進行上限りな
いお力添えを賜りました吉川町元助役故長沢　誠氏、
故山賀隆一氏他吉川町尾神の歴代の区長、真島　香氏
他吉川町役場保健婦の方々、吉川町立源保育所所長・
職員の方々、30年間の各調査期に煩雑な調査に真摯に
ご協力下さいました調査対象世帯の方々、とくに延75
名の対象児のお母様方、その他関係各位に、深く感謝
申し上げます。
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